
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 国際高等専門学校 
設置者名 学校法人金沢工業大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

グローバル情報学

科 

(平成 30 年度より

募集停止) 

夜 ・

通信 

０ 

０ ８ ８ ７  

国際理工学科 

(平成 30年 4月よ

り学生受入) 

夜 ・

通信 
８ ０ ８ ７  

（備考）現在、グローバル情報学科 4年生に在学生がいません。そのため学習支援計

画書（シラバス）については令和３年度の学習支援計画書（シラバス）を添付します。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本校ホームページにて公表 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/education_information/ 
（「実務経験のある教員が担当する授業科目の一覧表」及び「実務経験のある教員の名簿」を掲載） 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 なし 

（困難である理由） 

 
  

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/education_information/


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 国際高等専門学校 
設置者名 学校法人金沢工業大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページにて公表 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/ 

学園の状況をクリック（下記ページにジャンプ） 

https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
株式会社 

代表取締役会長 
2022.6.1 ～

2024.5.31 教育支援担当 

非常勤 
株式会社 

代表取締役会長 
2022.6.1 ～

2024.5.31 
イノベーション 

・研究支援担当 

非常勤 
有限会社 

取締役社長 
2022.6.1 ～

2024.5.31 
学生・卒業生 

支援担当 

（備考） 

 

  

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/
https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 国際高等専門学校 

設置者名 学校法人金沢工業大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

学習支援計画書（シラバス）には、①科目の基本情報、②科目概要（該当する科目

において実務経験と授業科目との関連性を記載）、③教科書及び参考書情報、④授業

方法、⑤評価基準（評価項目、評価方法）、⑥学生の到達目標または行動目標、⑦各回

の授業内容（１年間の授業計画）と学習課題、⑧補足情報（受講上の注意、オフィス

アワー）が明示されています。 

 学習支援計画書は、前年度 12月を目途に科目担当者を決定し、作成を依頼します。

科目担当者は 2月頃を目途に学習支援計画書案を作成し、学科長・教務主事等が確認、

修正したうえで、初回の授業にて学生に配付し記載内容を説明しています。同時に、

本校ホームページにも学習支援計画書を公表しています。 

授業計画書の公表方法 
本校ホームページにて公表 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/students/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/students/


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

本校における学業成績の評価は、試験の成績、平素の学習状況および出席状況等を

総合し、学習支援計画書（シラバス）に記載した評価方法に従って行います。学業成

績は、学期末に科目ごとに、それぞれの科目の担当教員が評価します。授業開講時間

数の５分の４以上出席している者について、その科目の履修が終了したものと認め、

学年末成績の評点が 60 点以上の科目について、その科目の単位を修得したものと認

定します。 

 本校は、各科目担当者が授業の成果物や答案を、成績評価のエビデンスとして保存

することにより、厳正かつ適正な評価を確保しています。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 学業成績の評点と評定は以下の通りとなっています。 
評定Ｓ（秀）：評点 100～90、評定Ａ（優）：評点 89～80、評定Ｂ（良）：評点 79～70、評

定Ｃ（可）：評点 69～60、評定Ｄ（成績不良）：評点 59～０、評定Ｆ（出席不良）：評点０ 

 本校のＧＰＡは評定に以下の通り評価ポイントを設定しています。 

評定Ｓ（秀）：４ポイント、評定Ａ（優）：３ポイント、評定Ｂ（良）：２ポイント、評

定Ｃ（可）：１ポイント、評定Ｄ（成績不良）・Ｆ（出席不良）：０ポイント 

 学生は年度末に成績通知書に記載された成績状況をＧＰＡにより確認できます。ＧＰＡ

は成績評価のほか、今後の修学指導における基礎資料や、本校特別奨学生の選考、就職指

導、大学への進学資料（大学への編入学推薦出願資格）の基礎資料にもなります。 
                       （注）ＧＰＡは、計算結果の小数点 

                            以下３桁目を四捨五入し、小       

                            数点以下２桁までとします。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2022/05/25113557/20220525_student_ha

ndbook_s_jp_2022.pdf（p.47～48） 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

        （評価ポイント×単位数）の総和 
   GPA ＝  
           履修科目の総単位数 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

≪国際理工学科≫ 

 国際理工学科は、グローバルに活躍するイノベーターの素養を身につけた実践的・創造

的技術者を養成することを目的に、学生に次の能力及び行動規範を身につけることを求め

ています。 

Ⅰ 社会に貢献するリーダーとしての人間力 

1. 革新への挑戦 

2. 社会的使命感 

3. リーダーとしての高潔 

Ⅱ グローバルに活躍できるコミュニケーション能力 

1. コラボレーション 

2. 多様性とアイデンティティ 

3. 心を動かす力 

Ⅲ イノベーターに相応しい卓越した科学技術力 

1. 価値創出 

2. 自然・社会・産業と結びつけた科学的思考 

3. 常に学び続ける姿勢 

 これらの認識の下、本校の教育理念と教育目的に沿って設定された授業科目や教育プロ

グラムを履修し、基準となる単位数を取得することが卒業の要件である。 

 本校における卒業までのプロセスは、教員会議および教務委員会で卒業予定者の各要件

を確認し、校長や各学科長などで構成された学務会議へ上申し、卒業を決定しています。 

 

≪グローバル情報学科≫ 

 グローバル情報学科の学生へは、以下を卒業時に身につけるべき学力や素質・能力とし

て求めています。 

Ⅰ 人間性 

   ①自分で考え、主体的に行動することができる。  

   ②技術者としての倫理や責任に基づいた意志決定ができる。 

Ⅱ 創造性  

  ③専門知識・技能を組み合わせ、ものづくりができる。 

   ④メンバーとしての自覚と責任を持ち、リーダーシップを発揮できる。 

Ⅲ 国際性  

  ⑤英語でコミュニケーションができる。  

   ⑥国際感覚や異文化を理解し受け入れることができる。 

Ⅳ 基礎力  

  ⑦自然科学（数理科目）および工学の基礎を理解できる。  

   ⑧論理的な考え方ができる。 

Ⅴ 専門力  

  ⑨専門知識と技能を用い工学的な問題を解決できる。  

   ⑩科目間の相互関連性を理解し、専門全体を俯瞰できる。  

   ⑪各学科で推奨する資格を取得できる。 

 これらの認識の下、本校の教育理念と教育目的に沿って設定された授業科目や教育プロ

グラムを履修し、基準となる単位数を取得することが卒業の要件である。 

 本校における卒業までのプロセスは、教員会議および教務委員会で卒業予定者の各要件

を確認し、校長や各学科長などで構成された学務会議へ上申し、卒業を決定しています。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本校ホームページにて公表 

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2022/05/25113557/20220525_student_ha

ndbook_s_jp_2022.pdf（p.13） 
https://www.ict-

kanazawa.ac.jp/about/ideals/three_policies/ 

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-content/uploads/2022/05/25113557/20220525_student_handbook_s_jp_2022.pdf
https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-content/uploads/2022/05/25113557/20220525_student_handbook_s_jp_2022.pdf
https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-content/uploads/2022/05/25113557/20220525_student_handbook_s_jp_2022.pdf
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/ideals/three_policies/
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/ideals/three_policies/


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 国際高等専門学校 

設置者名 学校法人金沢工業大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

ホームページにて公表 

https://www.ict-

kanazawa.ac.jp/about/organization/ 

学園の状況をクリック（下記ページにジャンプ） 

https://www.kanazawa-

it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html 

収支計算書又は損益計算書 

ホームページにて公表 

https://www.ict-

kanazawa.ac.jp/about/organization/ 

学園の状況をクリック（下記ページにジャンプ） 

https://www.kanazawa-

it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html 

財産目録 

ホームページにて公表 

https://www.ict-

kanazawa.ac.jp/about/organization/ 

学園の状況をクリック（下記ページにジャンプ） 

https://www.kanazawa-

it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html 

事業報告書 

ホームページにて公表 

https://www.ict-

kanazawa.ac.jp/about/organization/ 

学園の状況をクリック（下記ページにジャンプ） 

https://www.kanazawa-

it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html 

監事による監査報告（書） 

ホームページにて公表 

https://www.ict-

kanazawa.ac.jp/about/organization/ 

学園の状況をクリック（下記ページにジャンプ） 

https://www.kanazawa-

it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/
https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html
https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/
https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html
https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/
https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html
https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/
https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html
https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/
https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/organization/
https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html
https://www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/gakuenjokyo.html


  

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：本校ホームページにて公表 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/wp-content/uploads/2020/04/r01_honpen.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：本校ホームページにて公表 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/evaluation/accredited/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  

教育研究上の目的（公表方法：本校ホームページにて公表 

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2022/06/21112358/2022_education_informationir_1p.pdf） 

（概要） 

本校は、学校法人金沢工業大学が定める建学綱領（高邁な人間形成、深遠な技術革新、

雄大な産学協同）の精神に則り、教育基本法及び学校教育法に従い、理学・工学の幅広

い学芸を教授し、グローバルに活躍するイノベーターの素養を身につけた創造的・実

践的技術者の養成を教育研究上の目的とします。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本校ホームページにて公表 

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2021/06/22142102/2021_education_informationir_01.pdf）                      

（概要） 

本校は、平素学生の本分を全うし、かつ勉学に精励したものと認められる５年生の

うち、以下の条件をすべて満たしている者について、校長が卒業を認定します。  

 国際理工学科は、グローバルに活躍するイノベーターの素養を身につけた実践的・

創造的技術者を養成することを目的とする教育実践により、準学士（工学）と称する

に相応しい学力と人間性を備え、且つ、第５学年の課程を修了した者に対し卒業を認

定します。 

 グローバル情報学科は、情報分野の専門知識と技術、ビジネスに関する知識、並び

にグローバル社会に対応できる英語でのコミュニケーション力を有する実践的技術者

の養成を目的とする教育実践により、準学士（工学）と称するに相応しい学力と人間

性を備え、且つ、第５学年の課程を修了した者に対し卒業を認定します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本校ホームページにて公表 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/ideals/three_policies/ 

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2022/05/25113557/20220525_student_handbook_s_jp_2022.pdf

（p.12-13） 

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2021/06/12101822/2021_tmj_all-pages-15-40.pdf）               

（概要） 

≪国際理工学科≫ 

 本校は、グローバルイノベーターの素養をしっかりと身につけさせるために、CDIO

イニシアチブ※の理念をカリキュラムに織り込み、学生の主体的な体験を重視するカリ

キュラムを編成します。 

１．課題発見・解決力を高める。 

 高専入学時から、Open-ended、即ち決まった答えのない問題について解決策を探る

プロジェクトを早い段階でスタートさせる。継続的にデザインシンキングを実践する

機会を設けて、課題を発見・定義する経験を繰り返し、幅広い研究成果や調査技術を

駆使し、課題の解決へと結びつける力を養っていく。 

２．科学的思考力、コミュニケーション能力を鍛える。 



  

 他者と協働しながらアカデミックな探究の精神を養うこと、批判的・分析的思考の

技術を磨くこと、ディスカッションやディベートを含む効果的なコミュニケーション

能力を育成することに努める。 

３．よりよい社会づくりに積極的に参画する態度を養う。 

 地域とのふれあいを意識し、地域社会や自然・環境を調査・研究対象としたプロジ

ェクトを行い、地域貢献を通じて社会の一員としての自覚を醸成する。 

４．グローバルに活躍できる英語力を培う。 

 特に数学、科学、工学における教育伝達の手段として１年次から英語を導入し、徐々

に増やしていく。３年次以降はほとんどの授業を英語で行う。 

５．異なる文化や、多様な価値観を持つ人々と協働する力を身につける。 

 文学と芸術に触れる機会や、世界の人々と協働する体験を通じ、創造性と、自身や

社会並びに世界に対する深い理解を育む。  

 

≪グローバル情報学科≫ 

 グローバル情報学科は、図１‐１の通

り学生は学んだことを統合的かつ反復し

て身につけられるよう構成されていま

す。本校の教育とは、「創造実験・創造

設計」を主柱としたものづくり教育で、

一般教育と専門教育の連結を強化し「創

造性」を醸成する牽引力となるものです。

また、人材形成の教育であり、「コミュ

ニケーション能力」や「自己実現力」を

学年ごとに高める『人間力』を醸成する

人間教育と技術者としての人間性を養成

する教育でもあります。 

 具体的なカリキュラムの全体像は、創

造実験・創造設計をものづくり教育の主

柱として、これを支える一般教育と専門

教育を「楔形」に組み合わせることで、

本校の教育実践目標を達成するもので

す。 

 人間教育は、教養教育、数理教育、英

語教育並びに人間形成教育で構成してお

り、学年とともに高度化される内容になっています。専門教育は、技術教育、技能教

育、情報教育、資格取得及びインターンシップから構成されています。  

 一般教育では、人間力の基礎である「計算する」「読み」「書き」「話す」の４つを

基本とする教育に視点を置いています。特に、エンジニアの基盤の顕在化を助長する

ため、工学の基礎である「数学」と「物理」の 基礎力の充実を目指しています。「話

す」についてはグローバル化時代を視野にいれた国語力の強化と、外国人教員による

英語の少人数教育を実施し、「英語によるコミュニケーション能力の向上」に力を注

いでいます。  

 「人間形成」を教育の根本理念とする本校は、「自然学苑教育」を人間教育の主要科

目として必須化し、仲間と寝食を共にする合宿教育を行い「人間力の涵養」に努めて

います。専門教育では、積み上げ式の創造実験・創造設計を教育の中心とした、教育体

系を構築しています。ものづくりと専門教育を組み合わせることによって、学生の知

識の深化に応じた問題発見・解決能力の発揚を図ります。 

 各創造実験・創造設計では、エンジニアリングデザイン手法とデザインシンキング

手法を独自の観点で取り込むと共に、ＣＤＩＯ教育理念： ①「発想する」②「設計す

図１‐１ 国際高専が目指す「人間形成教育」と 

「創造的技術者育成教育」 



  

る」③「実行する」④「運営する」の要素を修得できるよう基準を再編成し、実践的な

技術者に必要な資質の養成を目指します。 

 

※CDIOイニシアチブ：工学教育改革を目指す国際的組織が提唱している理念 

Conceive（発想する）/Design（設計する）/Implement（実行する）/Operate（運営す

る） 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本校ホームページにて公表 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/ideals/three_policies/） 

（概要） 

≪国際理工学科≫ 
 本校は教育目標を「グローバルイノベーターの育成」とし、学生・理事・教職員に

対しては、図１-２の通り学園共同体が共有する価値に基づく信条である「KIT IDEALS」

を常に意識、尊重することを求め、自身及び学園共同体の向上発展を目指しています。 

また、グローバルイノベーターの素養をしっかりと身につけるため、１、２年次は全

寮制教育にて人間力の陶冶を行い、３年次には１年間の海外留学を義務づけていま

す。   

 国際理工学科では、上記理念及び教育方法に共感し、次のような行動ができる人を

求めています。 

１．しっかりとした基礎学力を持ち、科学技術やデザイン（課題の発見・解決）、 

  イノベーション（新しい価値の創造）に興味を持つ人  

２．グローバル社会での活躍に強い関心と探究心を持ち、英語でのコミュニケー 

  ション能力を高めようとする人 

３．主体的に社会や地域に貢献する意欲を持ち、且つ行動する人 

 

 本校では、推薦・一般入試以外に、多様な学生を募集するために留学生や帰国子女

を対象とする入学試験を実施する。すべての入学試験にて、主体性や協調性、高い向

上心を持つ学生を選抜するために個人面接を行います。選考にあたっては、学力試験、

出願書類及び面接により多面的・総合的に評価します。 

 



  

 

≪グローバル情報学科≫ 

 グローバル情報学科では次のような行動ができる人を求めています。 

  

 １．エンジニアとして社会に役立ちたい人 

 ２．基礎学力を持ち、科学技術やものづくりに興味がある人 

 ３．英語でのコミュニケーション能力を高めたい人 

 ４．何事にも積極的に挑戦する意欲のある人 

 ５．誠実で、他人を思いやることのできる人 
 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：本校ホームページにて公表 

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2022/06/21112400/2022_education_informationir_p3.pdf 

 

  

図１‐２ ＫＩＴ－ＩＤＥＡＬＳ 



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人 

国際理工学科 － 9人 1人 5人 0人 0人 15人 

グローバル情報学科 － 3人 4人 0人 0人 0人 7人 

一般教科 － 7人 2人 7人 2人 2人 20人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 21人 21人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：本校ホームページにて公表 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/staff/ 

https://researchmap.jp/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 本校では、専門家による基調講演や教職員によるグループ討議・発表を行い、組織的な

教育力の向上を図っています。昨年度の活動内容は以下の通りです。 

 

「授業アンケート」「総合アンケート」調査分析結果に関する研修 

 毎年、外部調査機関に調査を委託し、学生達の授業ひとつ一つに対する「到達目標」「授

業満足度」などを調査しています。調査結果を教員は各々が担当する科目に対して、学生

の反応を考慮したうえで、授業内容の充実を図っています。 

 

上記の模様は本学情報誌 mohara No.113号で公開しています。 
 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

国際理工学科 45人 17人 37.8％ 315人 51人 16.2％ 0人 0人 

グローバル 

情報学科    40人 1人 2.5％ 0人 0人 

合計 人 人 ％ 355人 52人 14.6％ 0人 0人 

（備考） 

国際理工学科は、平成 30年４月より学生受け入れを開始。 

グローバル情報学科は平成 30年４月に学生募集を停止。 

 

 

 

 

 

 

 



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

電気電子 

工学科 

23人 

（100％） 

7人 

（  30.4％） 

16人 

（  69.6％） 

0人 

（  0％） 

機械工学科 
23人 

（100％） 

9人 

（  39.1％） 

13人 

（  56.5％） 

1人 

（  4.3％） 

グローバル 

情報学科 

23人 

（100％） 

16人 

（  69.6％） 

5人 

（  21.7％） 

2人 

（  8.7％） 

合計 
69人 

（100％） 

32人 

（  46.4％） 

34人 

（  49.3％） 

3人 

（  4.3％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

金沢工業大学、豊橋技術科学大学、長岡技術科学大学、早稲田美容専門学校、北陸電設㈱、㈱ヨネモリ、

㈱ヤスジマ、㈱石野製作所、澁谷工業㈱、シブヤパッケージングシステム㈱、昭和精工㈱、ダイキン工業

㈱、大京㈱、高松機械工業㈱、タケダ機械㈱、中村留精密工業㈱、日本オーチス・エレベータ㈱、村田機

械㈱、ムラテックＣＣＳ㈱、鈴木管工業㈱、東亜電機工業㈱、㈱別川製作所、北陸電力㈱、ＮＴＴコミュ

ニケーションズグループ、㈱ＮＴＴフィールドテクノ、パナソニックシステムソリューションズジャパ

ン㈱、㈱日立社会情報サービス、㈱シーアールイー、㈱アルファシステムズ、京セラコミュニケーション

システム㈱、ＣＴＣテクノロジー㈱、㈱アンディインターナショナルジャパン、㈱平山 

（備考） 

電気電子工学科、機械工学科、グローバル情報学科は平成 30年４月に学生募集を停止。 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

電気電子 

工学科 

21人 

（100％） 

17人 

（  81.0％） 

0人 

（  0％） 

4人 

（  19.0％） 

0人 

（  0％） 

機械工学科 
24人 

（100％） 

22人 

（  91.7％） 

0人 

（  0％） 

2人 

（  8.3％） 

0人 

（  0％） 

グローバル 

情報学科 

28人 

（100％） 

22人 

（  78.6％） 

1人 

（  3.6％） 

5人 

（  17.9％） 

0人 

（  0％） 

合計 
73人 

（100％） 

61人 

（  83.6％） 

1人 

（  1.4％） 

11人 

（  15.1％） 

0人 

（  0％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

学習支援計画書（シラバス）には、①科目の基本情報、②科目概要（該当する科目にお

いて実務経験と授業科目との関連性を記載）③教科書及び参考書情報、④授業方法、⑤評

価基準（評価項目、評価方法）、⑥学生の到達目標または行動目標、⑦各回の授業内容（1

年間の授業計画）と学習課題、⑧補足情報（受講上の注意、オフィスアワー）が明示され

ています。 

 学習支援計画書は、前年度 12 月を目途に科目担当者を決定し、作成を依頼します。科

目担当者は 2月頃を目途に学習支援計画書案を作成し、学科長・教務主事等が確認、修正

したうえで、初回の授業にて学生に配付し記載内容を説明しています。同時に、本校ホー

ムページにも学習支援計画書を公表しています。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）  

≪国際理工学科≫ 

 国際理工学科は、グローバルに活躍するイノベーターの素養を身につけた実践的・創造的技

術者を養成することを目的に、学生に次の能力及び行動規範を身につけることを求めていま

す。 

Ⅰ 社会に貢献するリーダーとしての人間力 

1. 革新への挑戦 

2. 社会的使命感 

3. リーダーとしての高潔 

Ⅱ グローバルに活躍できるコミュニケーション能力 

1. コラボレーション 

2. 多様性とアイデンティティ 

3. 心を動かす力 

Ⅲ イノベーターに相応しい卓越した科学技術力 

1. 価値創出 

2. 自然・社会・産業と結びつけた科学的思考 

3. 常に学び続ける姿勢 

 これらの認識の下、本校の教育理念と教育目的に沿って設定された授業科目や教育プログラ

ムを履修し、基準となる単位数を取得することが卒業の要件である。 



  

 本校における卒業までのプロセスは、教員会議および教務委員会で卒業予定者の各要件を確

認し、校長や各学科長などで構成された学務会議へ上申し、卒業を決定しています。 

 

≪グローバル情報学科≫ 

 グローバル情報学科の学生へは、以下を卒業時に身につけるべき学力や素質・能力として求

めています。 

Ⅰ 人間性 

   ①自分で考え、主体的に行動することができる。  

   ②技術者としての倫理や責任に基づいた意志決定ができる。 

Ⅱ 創造性  

  ③専門知識・技能を組み合わせ、ものづくりができる。 

   ④メンバーとしての自覚と責任を持ち、リーダーシップを発揮できる。 

Ⅲ 国際性  

  ⑤英語でコミュニケーションができる。  

   ⑥国際感覚や異文化を理解し受け入れることができる。 

Ⅳ 基礎力  

  ⑦自然科学（数理科目）および工学の基礎を理解できる。  

   ⑧論理的な考え方ができる。 

 

Ⅴ 専門力  

  ⑨専門知識と技能を用い工学的な問題を解決できる。  

   ⑩科目間の相互関連性を理解し、専門全体を俯瞰できる。  

   ⑪各学科で推奨する資格を取得できる。 

 これらの認識の下、本校の教育理念と教育目的に沿って設定された授業科目や教育プログラ

ムを履修し、基準となる単位数を取得することが卒業の要件である。 

 本校における卒業までのプロセスは、教員会議および教務委員会で卒業予定者の各要件を確

認し、校長や各学科長などで構成された学務会議へ上申し、卒業を決定しています。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

国際理工学

科 
167単位 ○有 ・無 年間 48単位 

グローバル

情報学科 
172単位 ○有 ・無 年間 48単位 

ＧＰＡの活用状況（任意

記載事項） 

公表方法：本校ホームページにて公表 

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2022/06/21112403/2022_education_informationir_5p.pdf  

（P.18)  

学生の学修状況に係る参

考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：本校ホームページにて公表  

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2022/06/21112356/2022_education_informationir_allp.pdf

（P.13,24～27） 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本校ホームページにて公表 

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2022/06/21112405/2022_education_informationir_6p.pdf 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

国際 

理工学科 

（１年次） 
3,000,000※円 200,000円 0円 

※授業料内訳 

①学費［年額］1,516,000円 

②教材等一式［年額］308,000円 

③寮費［年額］1,176,000円 

国際 

理工学科 

（２年次） 
3,000,000※円 0円 0円 

※授業料内訳 

①学費［年額］1,516,000円 

②教材等一式［年額］308,000円 

③寮費［年額］1,176,000円 

国際 

理工学科 

（３年次） 
250,000※円 0円 0円 

※別途以下の費用が掛かりま

す。 
（渡航費用は別途必要になります。為替

レートは、NZ＄1.00＝￥90.00 で算出し

ています。） 

①ニュージーランド 
国立オタゴ・ポリテクニク授業料

［年額］ 

1,700,000円 

②ホームステイ費用等［年額］ 

1,050,000円 
国際 

理工学科 

（４,５年

次） 

1,600,000 円 0円 0円  

グローバル 

情報学科 

（４,５年

次） 

1,044,000 円 0円 150,000※円 

※その他費用内訳 

①施設設備費［年額］ 

150,000円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本校では、白山麓キャンパスでの全寮制教育を支える学生生活支援施設や、金沢キャンパ

スでの学生の学習や生活支援を行なう組織として、教育の充実に向けた支援組織として、各

種の支援センターを設けています。 

 詳しくは、https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2022/06/21112359/2022_education_informationir_2p.pdf 

で紹介しています。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本校ではインターンシップなどを実施し、就職サポートを強力に支えています。ここ数年

の就職率は 100％を達成しています。 

 詳しくは、https://www.ict-kanazawa.ac.jp/after-graduation/で紹介しています。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

本校では白山麓キャンパスには「保健室」「トレーニングジム」「カウンセリングセンタ

ー」を、金沢キャンパスには「扇が丘診療所」「スポーツ考房」「カウンセリングセンタ

ー」をそれぞれ設置し、学生の心身の健康等の向上に寄与しています。 

 詳しくは以下で紹介しています。 

https://ictmedia.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/wp-

content/uploads/2022/06/21112405/2022_education_informationir_6p.pdf 



  

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：本校ホームページにて公表 

本校の教員について、 

専門分野や研究テーマは以下で公表しています。 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/staff/  詳細ページをクリック 

https://researchmap.jp/ 

保有学位や最終学歴については以下で公表しています。 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/about/staff/ 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

11人

後半期

－

－

－

0人

学校名

設置者名

国際高等専門学校

学校法人金沢工業大学

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

11人

－第Ⅰ区分

学校コード G117310105583

（備考）

内
訳

－

0人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

11人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

0人 0人 0人

0人 0人

0人 0人 0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 0人 0人

0人 0人 0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 － 0人 －

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

－ 0人 －

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


